
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２５年５月２９日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
本研究では、イスラーム金融の実践への取り組みが新たに活発となっている新興市場（ヨル

ダン、インドネシア、英国）に着目し、それらの国におけるイスラーム金融の理論と実践の多

様性のあり方についてフィールドワークにもとづいた調査を行った。その結果、本研究が対象

とした上記 3 カ国では、イスラーム金融の世界的拠点である中東湾岸地域およびマレーシアの

実態を意識しながらも、それぞれが異なる形でそのような世界的拠点との相互関係を結んでい

ることが解明された。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This study focuses on three representative emerging markets of Islamic finance (Jordan, Indonesia 
and UK), and aims to clarify the regional diversity of Islamic finance practice in the global era. The 
study shows that both theory and practice of Islamic finance vary between these countries. The 
main contributing factor of this diversity is the difference regarding the relationship with the global 
hubs of Islamic finance (the Gulf countries and Malaysia). 
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１．研究開始当初の背景 
「利子の取得の禁止」「不確実性の大きい取

引の禁止」といったイスラームの経済理念に
適った金融システムを現代世界に再構築し
ようとする動きは、20 世紀半ばからイスラー
ム世界で活発化した。そして、数多くの試行
錯誤の末、1970 年代の中東湾岸地域におけ
る商業イスラーム銀行の設立によって、その

動きは一気に具体化した。このようなイスラ
ームの経済理念にもとづいて金融サービス
の提供を行う金融活動は総じてイスラーム
金融と呼ばれる。 
イスラーム金融は、2000 年以降、世界的ネ

ットワークを形成しながら、世界各地で急速
に普及・成長しており、いわばグローバル化
の時代を迎えている。本研究は、そのような
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グローバル化時代のイスラーム金融の実践、
およびそれを支える理論に注目し、各地域で
多様な形で展開されているイスラーム金融
の理論や実践の特徴を調査・比較することで、
グローバル化時代のイスラーム金融の多様
性のあり方を包括的・構造的に解明すること
をめざす。 
地域間比較の観点からイスラーム金融の多

様性のあり方を論じた従来の研究において
は、次のようなことが通説として語られてき
た。すなわち、イスラーム金融の理論は、中
東湾岸地域と東南アジアで大きく異なって
おり、前者の中東湾岸地域では、イスラーム
の教義の厳格な解釈に依拠した理論をもと
に実践が行われている一方、後者の東南アジ
アでは、イスラームの経済理念よりも金融の
現場の要請をより重視した現実志向の理論
をもとに実践が行われている、というもので
ある。イスラーム金融の多様性をこのような
「中東湾岸地域と東南アジア」という 2 つの
地域間の差異という図式で捉える見方は、き
わめて明快でわかりやすく、多くの研究者や
実務家に受け入れられた。実際に、1990 年
代のイスラーム金融の多様性は、この通説に
よって理解できる部分が多かった。 
イスラーム金融の多様性をこのような 2 つ

の地域間の差異という図式で捉えることの
問題点は 2 つある。1 つは、この見方が、当
初は 1990 年代のイスラーム金融の特徴とし
て論じられたにもかかわらず、それがステレ
オタイプ化し、2000 年以降のイスラーム金
融の実態に対しても、十分な検証なしに当て
はめてしまっているという点である。この点
について、本研究代表者は、これまでの研究
において、上記の通説が 2000 年以降のイス
ラーム金融に対しては、もはや当てはまらな
くなっていることを検証した。具体的には、
2000 年以降に開発されたタワッルクという
新しい金融商品を取り上げ、中東湾岸地域と
東南アジア（特にマレーシア）の両地域にお
ける当該の理論と実践の実態を調査・比較し
た。その結果、1990 年代とは異なり、この
金融商品の理論や現場での導入状況の分布
は、2 つの地域間の差異として明確に描けな
いことが判明した。この検証から、グローバ
ル化時代のイスラーム金融の多様性は、中東
湾岸地域と東南アジアという 2つの地域間の
相違という図式では、もはや捉えることがで
きないことが明らかになった。 
イスラーム金融の多様性を 2 つの地域間の

差異という図式で捉えることのもう 1つの問
題点は、参照する地域がきわめて限られてお
り、それ以外の地域におけるイスラーム金融
の理論や実践が捨象されている点である。
2000 年以降、中東湾岸地域とマレーシアに
加えて、湾岸以外の中東地域、ヨーロッパ、
およびマレーシア以外の東南アジアでもイ

スラーム金融が急速に台頭してきており、そ
れらの地域での理論や実践の影響力が大き
くなりつつある。したがって、グローバル化
時代のイスラーム金融の多様性のあり方を
包括的・構造的に解明するためには、このよ
うな新たに台頭してきた地域におけるイス
ラーム金融の理論や実践のあり方や、従来か
らの展開地域（中東湾岸、マレーシア）との
つながり・相互関係を分析することがきわめ
て重要になってるといえる。 
 
２．研究の目的 
以上の研究の学術的背景を踏まえて、本研

究では、上記で触れたイスラーム金融の多様
性を 2つの地域間の差異という図式で捉える
ことの 2 つめの問題点を念頭に置き、グロー
バル化時代のイスラーム金融の多様性のあ
り方を包括的・構造的に解明する。本研究代
表者による中東湾岸地域およびマレーシア
におけるこれまでの集中的な検討を踏まえ
て、本研究では、2000 年以降、イスラーム
金融が急速に浸透し始めている地域（湾岸以
外の中東地域、ヨーロッパ、およびマレーシ
ア以外の東南アジア）を主な検討対象として
取り上げる。とりわけ、イスラーム金融の成
長が著しい 3カ国（ヨルダン、インドネシア、
イギリス）を各地域の代表国として着目し、
集中的なフィールドワークを実施する。 
具体的な調査項目としては、本研究代表者

による中東湾岸地域とマレーシアでの調査
内容との整合性をとるために、対象国のイス
ラーム銀行でどのような金融商品が使用さ
れているのかを集中的に調査する。また、そ
のような金融商品の使用を正当化する理論
的基盤がどのようなものであるのかについ
て、当地で議論されているイスラーム金融の
理論の動向についても調査を行う。その上で、
本研究での調査結果、および本研究代表者の
これまでに行ってきた中東湾岸地域とマレ
ーシアに関する研究成果を総合して、グロー
バル化時代のイスラーム金融の理論と実践
の多様性のあり方を包括的に解明する。 
さらに、そのような多様性が生じる要因と

して、イスラーム金融をめぐる地域間のネッ
トワークに着目し、従来からイスラーム金融
が発達していた地域（中東湾岸地域・マレー
シア）における理論や実践が、新たに台頭し
てきた地域にどのような影響をもたらした
のかについても検討を行う。イスラーム金融
の理論や実践には、イスラームの教義の現代
的解釈を行うイスラーム法学者が大きな影
響力を持っている。したがって、本研究では、
著名なイスラーム法学者たちのクロス・ボー
ダーなイスラーム金融への関与のあり方に
とりわけ着目し、グローバル化時代のイスラ
ーム金融の構造的特徴の一端を解明するこ
とにする。 



 

 

 
３．研究の方法 
グローバル化時代のイスラーム金融の理論

と実践の多様性のあり方を包括的・構造的に
解明するために、本研究では 2年間にわたっ
て３カ国（ヨルダン、インドネシア、イギリ
ス）でのフィールドワークを実施する。その
際に、下記の点について具体的な調査を実施
する。 
①各イスラーム銀行において提供している
金融商品のラインナップの調査 
②金融商品の提供を可能にしているイスラ
ーム学や経済学の理論的基盤についての調
査（文献収集およびイスラーム法学者への
聞き取り調査） 
③当地のイスラーム金融の理論や実践に影
響力のあるイスラーム法学者のネットワー
クについての調査 

 
４．研究成果 
◆平成 23 年度 
本年度は、下記の 2 点について研究を行っ

た。 
（１）イスラーム金融の最新動向の調査と調
査対象国のイスラーム金融の国際的プレゼ
ンスについてのデータ収集 
本研究が対象とする 3 カ国（ヨルダン、イ

ンドネシア、イギリス）のイスラーム金融の
規模と国際的プレゼンスを理解するために、
英語・アラビア語文献の収集を精力的に行っ
た。また、2011 年 12 月には、世界各国のイ
スラーム金融統計・データの収集を精力的に
行っているイスラーム金融機関一般評議会
（通称 CIBAFI：本部、バハレーンのマナーマ）
に赴き、研究に必要な統計・データを収集し
た。また、ハーバード大学における国際学会
（ハーバード・イスラーム金融フォーラム）
に出席し、イスラーム金融の最新動向に関す
る情報収集を行った。これらの収集したデー
タ・情報・文献の解析を踏まえて、イスラー
ム金融の理論と実践の現状を歴史的視野か
らの検討を行った。その成果については、
2011 年 12 月にカタルで開催された第 8 回イ
スラーム経済学国際学会、2012 年 2 月に京都
大学で開催された国際ワークショップで発
表を行うとともに、国内学術誌『アジア・ア
フリカ地域研究』（11 巻 2 号）に英語論文と
して公表した。 
（２）ヨルダン、トルコにおけるフィールド
ワーク 
本研究が調査対象としている 3 カ国のうち、

本年度はヨルダンを訪れ、フィールドワーク
を行った。フィールドワークでは、ヨルダン
の主要イスラーム銀行 2行および首都アンマ
ン市内の専門書店を訪れ、資料調査、聞き取
り調査を行った。調査からは、ヨルダンのイ
スラーム金融は、実践（商品のラインナップ、

資金）および理論（イスラーム法解釈、法学
者ネットワーク）の双方において、イスラー
ム金融のハブである中東湾岸地域の影響を
大きく受けていることが判明した。その中で
の興味深い知見は、同国のイスラーム金融の
実践と理論が、ヨルダンの需要に応じてカス
タマイズされているのではなく、中東湾岸地
域が推し進めているイスラーム金融の標準
化志向に（同地域以上に）沿った形で展開さ
れていることが明らかになった。 
また、別資金で渡航する機会を得たトルコ

においても、ヨルダンと同じように近年イス
ラーム金融が急成長していることから、急遽、
調査対象国に加えることにし、同様の調査を
実施した。同国での調査では、国内の主要イ
スラーム銀行での調査を行うとともに、イス
ラーム金融に関するトルコ語文献・資料が膨
大に存在していることが判明したため、これ
らの文献の収集を精力的に行った。以上、2
カ国のフィールドワークおよび分析の成果
については、2012 年 1 月に開催された国際セ
ミナーにて成果構想を発表し、具体的な成果
を学術誌『イスラーム世界研究』に投稿した
（2013 年度に刊行予定）。 
 
◆平成 24 年度 
本年度は、下記の 2 点について研究を行っ

た。 
（１）イギリス、インドネシアにおけるフィ
ールドワーク 
本研究が調査対象としている 3 カ国のうち、

本年度はインドネシア、イギリスを訪れ、フ
ィールドワークを行った。そこでは、両国の
イスラーム金融監督官庁および現地の複数
のイスラーム銀行での聞き取り調査、および
現地の大学図書館・書店での資料収集を行っ
た。調査からは、イギリスのイスラーム金融
は、理論（イスラーム法解釈、法学者ネット
ワーク）およびの実践（商品のラインナップ）
双方において、欧米の従来型金融機関の存在
感が大きく、それとの競争力の向上を最優先
課題として、新しい商品開発に必要な理論的
発展および法解釈の革新が行われているこ
とが判明した。一方、インドネシアのイスラ
ーム金融については、隣国でかつイスラーム
金融の世界的拠点の 1つであるマレーシアの
影響力を受けながらも、理論および実践の両
面において独自の商品開発や法解釈の実践
を行おうとする取り組みが存在することが
判明した。 
（２）研究のまとめと成果公表 
 本年度および昨年度のフィールドワーク

を踏まえて、新たに取り組みが活発になって
いる新興地域におけるイスラーム金融の理
論と実践の多様性のあり方について研究成
果にまとめる作業に着手した。そこでは、本
研究が対象とした 3カ国では、イスラーム金



 

 

融の世界的拠点である中東湾岸地域および
マレーシアの実態を意識しながらも、それぞ
れが異なる形でそのような世界的拠点との
相互関係を結んでいることが解明された。こ
のような結論は、イスラーム金融の理論と実
践が世界的に標準化・画一化していく流れに
あるとする昨今の研究潮流に対して、地道な
現地調査から一石を投じるものであるとい
える。以上の成果については、2013 年 10 月
に京都大学で開催される国際ワークショッ
プで報告し、その後、英語論文の形で公表す
る予定である。 
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